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1.はじめに 
 現在の国民医療費において、薬とそれに関連する費用は 

全体の3 割弱を占め, 年間30兆円を超えている。この数字

が示すように薬事、特に薬を用い  薬  療 は の

     療       療    療     療

  と に現 医療の   非常に重要 地位を占めてい

る。これら５つにわ る現在の医療 は、多剤併用を行っ

ている人は非常に多い。服用薬の併用実態調査 [1]による

と処方薬の使用者数は493人（97％） 、うち5剤以上の処

方薬を日常 に服用している多剤併用は62％を占め とあ

る。この６２％のうち重複投与は、アロプリノール（高尿

酸血症 療薬）、センノシド（便秘 療薬）、テプレノン

（胃腸薬）にそれぞれ見られ 。さらに、横紋筋融解症の

おそれがあるとして原則併用禁忌と っているベザフィブ

ラートと HMG-CoA還元酵素阻害薬の併用が2件あっ 。こ

のデータが示すように多剤併用には薬剤知識と、管 能力

が必要 あり、それは本来医師と薬剤師により提供される

べき はあるが、一人の患者に割ける時間が日本の医療制

度の元 は決して多く いこともあり、患者が、服用して

いる薬に対しての 解を深めずに、適切 は い服用を続

けているのが現状 ある。 

本稿 は、糖尿病患者が、誤っ 薬の服用を行うことを

防ぎ、より服用を確実 ものとすることを目 に、スマー

トフォンを用いてユーザーの服用する薬を記録・管 する

アプリケーションを開発する。さらに評価実験を行い、手

 の有用性について考察する。 

 

2.糖尿病治療の服薬コンプライアンスの重要性 
 経口糖尿病薬は服薬コンプライアンスが適切 は い場
合、薬効が十分に発揮されず低血糖を引き起こすことも少

 く い。国立病院機構名古屋医療センターの調査結果[2]

によると糖尿病薬  療中の低血糖の発現率は７％ あっ

 。経口糖尿病薬の服薬実態調査 [3]によるとコンプライ

アンス『良好群』の HbA1cは7.3±1.0％、不良群は

7.9±1.1％ 前者 優位に血糖コントロールが良好 あっ

 。この二つの調査結果は、糖尿病 療において服薬コン

プライアンスが重要 役割を果 すことが示されている。

し し がら日本薬剤師会の調査結果によると、慢性疾患

薬の服薬者において、飲み忘れ 服薬量を自分 調節して

しまっ 患者は76.4％に上っており、服薬コンプライアン

ス改善に対する医療関係者のニーズは非常に高い。 
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Androidスマートフォン 
図１ システムの管 概念 

 

3.システム構成 
本システム は主に『禁忌薬の併用を防ぐ機能』と『患

者の服薬コンプライアンスを自発 に改善させる機能』の

二つに重点をおいて開発を行っ 。本システムは Android

用アプリケーションとして開発されており AndroidOS搭載

端末を持つ人 あれば誰 も利用が可能 ある。 機能は
絞り、ユーザビリティを高め、継続 に使用して貰えるも

のを意識し 。アプリケーションは服薬日時を入力するペ

ージ、服薬状況を確認 きるページ 構成される 
i)服用薬の服用日時を記録する機能 

 本システム は処方が予想される糖尿病薬のリスト一覧

を表示し、ボタンウィジェットをタッチするだけ 服用の

記録を簡単に行うことが きる。服用データはMicroSDカ

ードに保存され、医師 薬剤師がWindowsOS 、詳細 

服薬状況を保存し、確認することが きる。 

ii)就寝前に服用忘れが  っ  確認する機能 

就寝前に、当日の服用忘れの有無をアプリケーションが

チェックしユーザーに報告する。服用忘れがあっ 場合は

警告文を表示し、正しく服用 きてい 場合は褒める文脈

を表示し、ユーザーの意識向上を計る。 

iii)禁忌薬との併用をチェックする機能 

端末には糖尿病時に服用してはいけ い薬（禁忌薬）の

リストが搭載されており、服用時にチェック きるよう 

機能が搭載されている。 

 

4. セキュリティの担保 
医療機関における個人情報・診療情報の適切 取り扱い

は必要不可欠 もの ある。その め、医療機関のコンピ

ューターと患者の端末を接続することはセキュリティ上の

問題が問われる可能性がある。その め、データの りと

りは SDカードを介して行うことにし 。ファイルの読み

込みも専用に開発され WindowsOS用アプリケーションを

介して閲覧を行う。この方 を用いること セキュリティ

上問題あるファイルを閲覧してしまう可能性を大幅に軽減

することが きる。 

 

 

多量服薬による不適切 
 服用リスクの低減 

 
血糖コントロール不良 
のリスクの低減 
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SDカードを介してデータを り取りすること セキュリ

ティリスクを軽減している。AndroidOSは Linuxベース 

ある め病院側のWindowsOSの安全も同時に確保するこ

とが きる。 

 
 

    
 ユーザー  必要データのみを仲介 診療所等 

図2 セキュリティの担保 

5.システムの画面変移 

本研究 使用するシステムの流れを図3～図5 示す。  

 
図3 服薬記録画面 

 
図4 服薬確認画面 

本研究 開発し アプリケーション(versin1.0) は、

図3 示すように、初期設定画面 ８つま の服用薬を最

初に登録しておくことにより、服薬時の記録に要する操作

をボタンウィジェットのタップのみとし、高いユーザビリ

ティを実現し 。この服用薬の登録時に、経口糖尿病 療

薬との併用が可能 （併用禁忌薬 は い ）、糖尿病 

療時に服用可能 薬剤 を内部データベースと照合してチ

ェックし、判断を行っている。ま 、記録の正確性を確保

する めに、図4 示し 確認ダイアログを実装し 。さ

らに図5 示し ように、記録し 服薬データは Android

スマートフォン側 確認することが き、ユーザーが自ら

服薬コンプライアンス向上を図ることが きる。 

 
図5 服薬記録参照画面 

6.まとめ 
本稿 は、より良い服薬コンプライアンス実現の め、

AndroidOSによる服薬管 システムを開発し、改善点を明

確にし 。今後、経口糖尿病薬服用患者を対象に、実証実

験を行いシステムの有用性を確 めるとともに改善点、新

システムの可能性を探る予定 ある。 
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